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第29期第2回評議員会議事録

日時：1998年6月17日（水）17：30～20：00

場　所：竹橋安田ビル内　四季交楽「然」（東京都千代

　　　　田区神田錦町3丁目）

出席者：五十音順敬称略

　（評議員）石井和子：フリー・アナウンサー・気象予

　報士会副会長，宮部二朗：（株）ウェザーニューズ社

　長石橋博良氏の代理，森本陸世：（財）日本気象協会

　情報処理部長

　（名誉会員）岸保勘三郎，山元龍三郎

　（理　事）松野，関口，山岸，村松，住，新野，木田，

　城尾，竹村，永田，藤部　以上11名

　（その他の出席）中村監事，篠原監事，事務局（島津，

　松野，舘）

議事概要

　　竹村行雄庶務担当理事の司会により議事を進行し

　た．初めに松野理事長から挨拶があった後，学会側

　から，第29期第1回評議員会以降の業務処理状況に

　つき説明を行い，続いて各評議員と名誉会員から順

　に，以下の通り意見陳述があった．

理事長挨拶

　　松野太郎理事長より，気象学会の出版物として，

　「天気」第44巻と「気象集誌」第75巻の掲載記事，「気

　象研究ノート」の発行状況，1998年春季大会の行事

　について説明があり，学会活動に関し以下のように

　説明した．

　　5月の気象学会春季大会は，参加者も増え盛会で

　あった．学会活動も活発で順調に推移しているよう

　に見える．

　　評議員の各位からは，昨年，評議員会で意見を頂

　いたが，大学と気象庁だけのためではない学会を目

　指しているが，実行はまだ十分ではない．前回，森

　本評議員にも指摘いただいたが，「気象予報士」等の，

　・一般市民より高いレベルの気象学の知識を求める人

　達の要望に応えるために，このほど，気象業務支援

　センターと共催で，「講習会」を開催することがまと

　まり，今秋をめどに開講する予定で現在準備を進め

　ている．

　　その他，気象についての新しい知識をいかに一般

市民に伝えるか，「天気」の中身の見直しなど，問題

意識は持っているが，なかなか実行が難しく，実施

できていない課題がある．今後も折に触れて指摘を

頂きたい．

　　また，名誉会員の各位は学会の実状はよくご存じ

　のことであるが，今後もご意見を頂きたい．

評議員意見（以下の意見は，事務局側でまとめたもの）

　（1）森本陸世　（財）日本気象協会情報処理部長

　　　　昨年の評議会でお願いしたことを積極的に採

　　　り上げ，早速実行の段取りを整えていただいて

　　　いるとのことで，感謝している．学会も意外に

　　　動きが早いと感心した．その他，地球惑星科学

　　　関連学会合同大会への取組により自分でも関連

　　　分野への人のつながりの広がりを身をもって経

　　　験した．学会のインターネット・ホームページ

　　　もなかなかおもしろく見せてもらっている．こ

　　　れからもがんばっていただきたい．

　（2）宮部二朗　（株）ウェザーニューズ社長石橋博良

　　　氏の代理

　　　　今日は代理で出席した．新入社員を見ている

　　　と，入社後数年立つと学会から遠ざかる傾向が

　　　ある．仕事に追われてしまっているのかも知れ

　　　ないが，「気象予報士」などが気象学の多岐にわ

　　　たる分野の知識を新たにできるよう，夏季大学

　　　などの普及活動に力を入れて，気象業務に従事

　　　する人を取り込めるような学会になって欲し

　　　い．

　（3）石井和子　フリー・アナウンサー・気象予報士

　　　会副会長

　　　　学会の活動報告の中で「気象予報士」のこと

　　　が何度も採り上げられ，喜んでいる．気象予報

　　　士会が発足して2年になり，支部活動も動き出

　　　した　　．これからどんなことをやるか検討してい

るところだが，駿河湾の収束帯の解明等，民間

での研究への取組などを想定しており，今後の

支援をお願いしたい．

　「講習会」が開催されることになったとの話が

あったが，勉強する機会があれば有料でも人は

集まると思う．地方での開催も検討して欲しい．

理事コメント：「講習会」は，リモート・センシ

ング，数値予報などの分野を採り上げて，最初

は東京で開くつもりでいる．この結果を見て地

方でも開けるよう工夫をしたい．

（4）丸山康樹（財）電力中央研究所研究環境科学部

　　グループリーダー（書面による提出）

　　　昨年，温暖化防止のための京都会議が開催さ
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　　　れ，温室効果ガス排出削減の数値目標が合意さ

　　　れた．一般の関心は数値目標をどう達成するか

　　　に集中しているが，気象学会には，冷静な科学

　　　的に信頼できるデータに基づく検討に対する社

　　　会の関心を高めて欲しい．

名誉会員の意見

　（1）山元龍三郎

　　　　自分も10年ほど前，理事長として学会運営に

　　　苦労した．皆さんの尽力に感謝する．「教養の気

　　　象学」の改訂版が発行されたとのことで，大変

　　　喜ばしい．ただ，式が1つはいる毎に読者は半

　　　分になると言う．ちょっと見たところ，多かっ

　　たように思われる．用語集は，1項目につき数

　　行程度の簡潔な解説が重宝される．手軽に引け

　　るものも作って欲しい．

　　　利子収入が減っており難しいとは思うが，

　　もっと学会の賞を増やして欲しい．今回，「気象

　　学会賞」が3名に授与された．まだまだ対象者

　　はいると思う

（2）岸保勘三郎

　　　気象学会の実務を離れて長くなるが，各理事

　　の活動報告を聞かせてもらい喜んでいる．立ち

　　入ったことを申し上げる力はないが，今後ます

　　ますの発展を祈る．

第24回リモートセンシングシンポジウムのご案内

主

協

期

会

催：計測自動制御学会

賛：日本気象学会他

日：1998年10月8日（木），9日（金）

場：通信総合研究所大会議室

　　小金井市貫井北町4－2－1，Tel：0423－27－6101

参加費（講演論文集代込）：会員7，500円，学生3，500円，

　　　　会員外8，500円

交通：JR中央線「武蔵小金井駅」下車，北口9番の

　　　　りばより京王バス「小平団地」行き，通信総

　　　　合研究所下車（所要約15分）

懇親会：10月8日（木）一般3，000円，学生1，500円

申込方法：「第24回リモートセンシングシンポジウム

　　　　　参加申込書」と題記し，氏名・住所・所属・

　　　　　会員資格・懇親会出欠・Te1・Fax・e－mai1・

　　　　　参加費支払方法を記入のうえ，下記申込先

　　　　　へFaxまたは郵送にてお申し込みくださ

　　　　　い．

参加費支払方法：事務処理の都合により，会場での現

　　　　　金の授受はできるだけ行わないようにして

　　　　　おりますので，事前の参加費のご送金をお

　　　　　願いいたします．

　　　　　［郵便振替先］口座番号00160－9－127863加入

　　　　　　者名（社）計測自動制御学会

　　　　　［銀行振込先］三和銀行本郷支店口座番号普

　　　　　　通預金108600名義（社）計測自動制御学会

　　　　　◎必ず参加申込書を送付後ご送金ください

　　　　　（どなたの参加費か確認できない場合がご

　　　　　ざいます）．

　　　　　◎振込の場合，ご希望の方のみに領収書を

　　　　　　お出ししております．必要な方は，申込

　　　　　　の際その旨書き添えてください．

　　　　　◎郵便振替の場合，通信欄にr第24回リモー

　　　　　　トセンシングシンポジウム参加費」と必

　　　　　　ずお書きください．

　　　　　◎受領証は大切に保管してください．

問合せ先：通信総合研究所　佐竹　誠

　　　　　Tel：0423－27－6101

申込先：〒113－0033　東京都文京区本郷1－35－28－303

　　　　（社）計測自動制御学会

　　　　Tel：03－3814－4121　Fax：03－3814－4699

　　　　プログラムはhttp：／／www．sice．orjp参照

68 “天気”45．8．


